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§１．研究成果の概要 

 

本研究では、自然災害時対応といった緊急で大規模労働集約型の問題を解決するために、ク

ラウドワーカと AIを含む異種ワーカ(労働者)の群衆を対象に、人間と AIがバランスの取れた共同

作業を行なう自動的なタスク割当てと動的な最適化を行う仕組みを開発する。これにより、AIの知

識が無くてもその力を活用可能になるだけでなく、状況に応じて AIの利用度合いをシームレスに

切替えることによる迅速な問題解決を実現することを目標としている。具体的には、「マルチチャネ

ルクラウド基盤の構築」「自動割当てと動的最適化技術」「ミドルウェアベースド応用・実証実験」に

ついて研究開発を推進している。 

本年度は次の研究成果が得られた。第一に、「マルチチャネルクラウド基盤の構築」に関して

は、写真撮影に関する観光客等の労働資源化について次の進捗があった。まず、本プロジェクト

で開発した撮影時刻が異る複数枚の画像を高精度に重畳する技術を、カンボジアの遺跡保全機

構（APSARA）と共同でバイヨン寺院の地衣類生育観測実験に導入し、文化財保護活動の有効性

のエビデンスを獲得することに成功した。また、深層学習による超解像度処理とダウンサンプリング

処理を組み合わせることにより、撮影高度が大きく異る空撮映像間の空間分解能の差を軽減し、高

精度な対応点探索を実現する手法を考案した。第二に、「自動割当てと動的最適化技術」に関し

ては、不特定多数の人々によって開発された AI ワーカが多数存在する場合に、これらを同時に効

率的に訓練するための手法を開発した。第三に、「ミドルウェアベースド応用・実証実験」に関して

は、2019年 10月に実施した CyborgCrowdの実証実験である国際サイバーフィジカル防災訓練

について、今年度はその実データに基づく詳細な評価を行った。具体的には、精度と迅速性に関

して他の被害状況把握に関する技術との比較評価を行い、広域になるほどに CyborgCrowdの有

用性が高まるとの検証結果を得た。 

 

 

§２．研究実施体制 

 

（1）筑波グループ 

① 研究代表者：森嶋 厚行 （筑波大学図書館情報メディア系 教授） 

② 研究項目 

・CyborgCrowdにおける人と計算機の高度連携方式およびミドルウェア 

 

（2）富山グループ 

① 主たる共同研究者：井ノ口 宗成 （富山大学学術研究部 准教授） 

② 研究項目 

・自然災害時領域等における CyborgCrowd ミドルウェア要件分析と応用 

 

（3）京都グループ  

  ① 主たる共同研究者：田島 敬史 （京都大学大学院情報学研究科 教授）  
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  ② 研究項目  

    ・CyborgCrowdの基礎理論 
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